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「まん延防止等重点措置」適用期間の延長がなされています。この３年ほどは、様々な規制の

あるなかでの学校生活を子どもたちは過ごしています。低学年のほとんどは、今の状態が「普通

の学校生活」の記憶になっています。過去を知る人間は「今の状態」は「変だ」と感じ、その状

態しか知らない人間からは「普通」であり「当り前」に感じます。自分軸でモノゴトを観ると自

分の価値観がすべてとなり、相手軸で観ると「あー、なるほど、そういう観方もあるんだ」とか

「そう観てるから、この発言や行動になったのか、なるほど」と思いやりにつながってきます。

その傾向は、大人が一方的な価値観で子どもを観る、接する、指導する…などにも現れます。先

入観なしで子どもの話に真摯に耳を傾けることで気づきや学びも多くあります。私は日々、子ど

もから学ばせてもらってきました。 

さて、令和 3年度も最後の月になり、子どもたちは、1年間の総仕上げに日々、懸命に取り組

んでいます。今月は６年生が卒業を迎えます。少しの間、寂しくなります。翌月４月には、新し

く入学してくる子どもたちで賑わうことでしょう。 

どうぞ、今後とも、ふたしまっ子一人ひとりにご支援をいただけますようお願いいたします。 

 

【やりたいことが実現できる場に】 

やる前から「ムリ！」と言って、あきらめる子が全国的にみても多いようです。口グセです
ね。どうして、そうなったんでしょうね。それは多くの場合、「やってみたい」と言っても「あか

ん、ムリ」「まだ、早い」などの理由でやらせてもらえなかった。それが続くと…言っても意味が

ない、どうせやらせてもらえない…と、やれると思っていたのに自分にはできないんだ、と自己

否定になっていきます。そこで、ふたしまっ子たちには、たいていのことは「できるんだ」とい

う考えになってもらうよう、まずは「やりたい」ということを恥ずかしがらずに言葉にするよう

に働きかけていました。前任校でのケースの一つに「雪まつりをやりたい！」と言ってきた子が

いました。で、実現するにはどうすればいいか、を一緒に考えました。そして、主体的に子ども
自らが地域や PTAへの働きかけを開始しました。「どのようにすればいいのか」と真剣に考え、

授業で学んだ知識を日常に活かし、だから勉強することが大切なんだと勉強することの意味

に気づき、取り組むことで、ついには、自分たちで実現させたのです。市長も絶賛でした。それ
は、もう大きな自信につながりました。このように子どもの可能性は無限大です。これから、ふ

たしまっ子はグングン成長します。どうか、ご支援のほど、よろしくお願いいたします。 

 

【卒業式は３月 18日】 

 この日、６年生は二島小学校を卒業いたします。 

たくさんの思い出とともに・・・。 

当日は、６年生以外の学年はお休みです。 

 

【修了式は３月 24日】 

 １年生から 5年生は、３月 24日（木）が修了式です。４月には一つ学年が上がります。 

今の学年の残りを大切にしてほしいと願っております。 



 

日 曜日 学 校 行 事 

1 火  

2 水  

3 木  

4 金 児童会選挙 

5 土  

6 日  

7 月  

8 火 児童集会 

9 水 班別集会 集団下校 

10 木  

11 金  

12 土  

13 日  

14 月 6年生お別れ式 

15 火  

16 水  

17 木  

18 金 卒業式 

19 土  

20 日  

21 月 春分の日 

22 火  

23 水 
給食終了  

4年アウトリーチコンサート 

24 木 修了式 

25 金  

26 土  

27 日  

28 月  

29 火  

30 水  

31 木  

＝感謝＝ 

振り返りますと、あまりにも気持ちが先行しすぎ

てしまい、わかりにくい号もあったと思います。

チャレンジの空回りですね…。 

あせりに囚われた状態だったのでしょうね。 

例えて言うと…ボーリングで、何としても「あの

ピン」を倒すぞ！と意識し過ぎると外れてしま

う。けど、ラクな感じで力を抜いて投げると…倒

れる。そんな感じですかね。 

これを書きながら、いろんなことを思い出してい

ます。 

 

今の時代、最も大切な子ども支援は、可能な限り

多くの子どもが親や周囲の大人たちと強い心の

つながり（愛着）をつくるお手伝いだと、私は思

っています。その仕事は人間にしかできない（少

なくとも当分は）。 

 

家庭だけでなく学校の役割も、ますます重要にな

ります。強烈に感じていること。それは、子ども

の心理的な成長のためには、学校の役割の一つを

子どもの自己肯定感を強める場にすることが

非常に重要だと、校長になる前から感じ続けてい

ます。 

学校での友だちや先生とのかかわりは、子どもの

自己肯定感に大きな影響をもたらすものです。 

【ふたしまっ子】にとって最良のあり方を 

学校、家庭、地域が意識することが求められます。 

 

…そろそろ、筆をおく時間になりました。 

この【校長コラム】を今日までお読みくださった

「あなた」に、こころより深く感謝します。 

ありがとうございます。また、逢う日まで。 

 

最後に… 

意志あれば道あり 

ありがとうございました 

校長コラム 

＊記載漏れ等あることもございます。 

各学年の詳細は各学年ごとの通信（たより）にて 

ご確認ください。 

 


